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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名   聖ウルスラ学院英知小・中学校   

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     ■小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒984－0827 

       宮城県仙台市若林区一本杉町 1番 2号  

  E-mail  teachers@st-ursula.ac.jp  

  Website  http://www.st-ursula.ac.jp/  

  児童生徒数  男子 196 名   女子 296 名  合計 492 名 

        児童・生徒の年齢 7 歳～ 15 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

■ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

１．対象 

 Ｓ６年生 ３９名 

２．テーマ 

・日本の歴史・風土を客観的に理解し，英語で伝える力をつけよう。 

３．ねらい 

・自分の題材を，これまで学習した英語を活用して外国人留学生に説明すること

ができる。 

・学んだことや経験したことを，図表やグラフを活用してポスターにまとめるこ

とができる。 

４．実践内容 

①外国人留学生向けの日本文化紹介ワークショップ 

本校では、５年前より”Japan Project”と題して、外国人留学生を対象として６

年生児童が日本文化を紹介する活動を行っている。これは、本校の主に２つの特

色を生かした活動である。第一に、本校では１年生から英語が教科として位置付

けられており、６年生では品詞や文型といった学習内容も習得する。第二に、本

校は小学校１年生から宿泊を伴う校外活動を行っている。家庭から離れ、クラス

メートと寝食を共にすることで集団行動・集団生活を学んでいく。６年生は、１

年生から学んできた英語を活用する宿泊学習”Global Camp”として、２泊３日を

外国人留学生と共に過ごすプログラムを組んでいる。そのプログラムの一部とし

て位置付けられているのが、この”Japan Project”である。 

Japan Projectでは、児童一人ひとりが自分一人でワークショップを展開する。２

０名程度が机を円状に並べ、あたかも屋台を開いているかのように児童は留学生

に声をかけ、留学生を自分の発表に招き、それぞれが体験を伴う文化紹介を行う。

一回当たりの時間は１０分程度である。 

本番の３か月ほど前より、児童は題材を決定する。題材を決める際は、日本文化

の中から、自分が興味のあること、それから、「相手が楽しんで取り組めるもの」

という点に気を付ける。例えば、書道や茶道、箸といった伝統的な日本文化、コ

マ回しやビー玉遊び、金魚すくいといった遊びなどが題材として設定される。他

にも、兜や手裏剣、扇子、剣道といった題材を選ぶ児童もいる。いずれにしても、

口頭説明や資料提示に終わらない、体験を伴うものを選んでいく。 

題材が決まった後は、発表を作り上げていく。説明の文章は、まずは簡単な日本

語で説明の文章を考え、その後英訳していく。原稿を書く際は、本校のカリキュ

ラムに位置付けられている言語技術の考え方を生かし、説明する物事の順序に気

を配り、主語・述語を意識しながら文章を組み立てていく。それに加え、作成し

た資料を提示するタイミングを考えたり、どのような体験を発表に組み込むかも

考えたりと、発表をより楽しめるものにしていく。書道や茶道といった題材では、

実際に留学生に書いてもらったり、遊びなら得点を付けて順位をランキングづけ

たり、兜であれば新聞紙で兜を折ったり、と児童それぞれの工夫が発揮されると

ころである。 

発表の原稿・手順が決まった児童は、練習を開始する。原稿はなるべく暗記し、

ワークショップの中では相手の目を見ながら、身振り手振りを使って説明ができ

るように練習を重ねていく。 
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当日は、外国人留学生相手に全員の児童が発表を行うことができた。 

 

②留学生と過ごした宿泊学習から学んだことの発表（ポスターセッション） 

本校ではポスターセッションを全学年で行っている。対象は本校１～９年生の児

童・生徒、および公開研究会に来校される先生方である。６年生は、上記 Japan 

Project を含めた Global Camp を通して、「自分たちが学んだこと」という題材で

発表を作った。活動の意義を踏まえ，自分たちが「何を学び，考え」たのかを主

張に落とし込んでいく。少しずつでも習慣として，自分たちの活動一つひとつの

意義を考えることが学習をメタ的に認知する第一歩である。 

ポスターセッションの準備にあたっては，クラスごとに担任が指導にあたった。

発表のテーマは，４～５名のグループでそれぞれ設定した。児童は昨年度学んだ

ポスターセッションの作成方法が身についており，自分たちで計画を立て，役割

分担をし，主体的に作成していた。指導にあたっては，ポスターセッションの作

法を意識させた。 

先述の「自分たちが学んだこと」を主張として掲げさせるため、今年度は、事前

学習の段階から「活動の意義・ねらい」を考えさせる問いかけを子どもたちに投

げかけてきた。 

 

（

５）

成

果

と

課

題 

①

外

国

人留学生向けの日本文化紹介ワークショップ 

 一番大きな成果は、児童が自分たちの学んできた英語が「伝わった」実感を持

つことができたということである。児童は日頃、（ＡＬＴ以外に）外国人相手に英

語を使う機会がほとんどない。その中で、この Japan Project はほぼ初対面の外

国人を相手に発表を行うため、英語が「伝わる」実感としては非常に大きいもの

であったと思われる。 

 また、この実践は英語をあらゆる点で活用する実践でもある。この実践の中で、

児童は英語で相手を「楽しませ」ている。また、相手を自分の発表へ「勧誘」す
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ることも行っている。特に相手を「楽しませる」というのは母国語でも難しいこ

とであるが、効果的に説明を組み立て、資料やワークショップを作り上げていく

ことで、児童はそれを可能としている。これらの成果は、英語の授業のみならず、

普段より「言語技術」で言葉の力や効果的な説明の方法を学び、活用できている

こと、また、日々の学校生活で様々な発表活動を行っていることによるものであ

る。 

 現状の課題としては、児童がこれらの学びを踏まえ、日常生活や他の活動にお

いて活用するという視点を獲得させたいところである。大変意義のある活動であ

るため、これを単に「英語の学習」として認識するにとどまらず、多くの場で学

んだことを発揮できるような働きかけを模索中である。 

②留学生と過ごした宿泊学習から学んだことの発表（ポスターセッション） 

 今年度の実践では、前年度の課題であった「活動を根拠として主張を作り出す

ことの難しさ」については，事前学習の段階から「活動の意義・ねらい」を考え

させる問いかけを繰り返し，その習慣をつけさせることで，昨年度よりも自分た

ちの力で主張にたどりつけたように感じられる。事実，自分たちの活動を根拠に

しているため，班によって独創性にあふれる発表が完成していた。 

課題としては，「主張」を支えるにふさわしい「根拠」を提示できたかどうかとい

う点である。今年度，話の筋をいささか強引に主張に結びつけてしまった班や，

妥当でない根拠を提示してしまった班が散見された。特に多かったのは，「カップ

ソング」である。カップソングは，声を使わないコミュニケーションの一例とし

て行われた活動で，全員が完成図として同じイメージを持ち，そろって同じ動き

をするところに達成感ややりがい等を感じられるものである。発表においては，

その活動の意義やねらいを説明すれば十分なのであるが，子どもたちは聴衆にそ

れを教え，一緒にやろうという組み立てで発表を考えてしまっていた。おそらく

これは Japan Project が「ワークショップ」であったことと同じように考えてし

まったのだと推察されるが，やはり「主張」と「根拠」を結びつけるにあたって，

その「内容」が適切であるかどうかはもちろんのこと，提示方法まで検討できる

子どもたちに育てていきたい。 

 

 

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

■ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


